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通常のLibertyサーバーは、serverコマンドのstartアクション・stopアクションを実行して起動・停止を行う
ことができます。起動には、startアクションに加えて、runアクションを利用することもできます。runアクション
ではフォアグラウンドでLibertyが起動されるため、稼働中はプロンプトは戻りません。また、Libertyサーバー
の状況確認には、statusアクションを利用します。
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Libertyプロファイルは、サーバー構成やアプリケーション情報を動的にアップデートすることができますが、その
機能を必要に応じて制御することができます。

動的アップデートの種類としては、サーバー構成情報、アプリケーションの追加と削除、インストール済アプリ
ケーションの更新、の3つがあります。サーバー構成情報は、server.xmlあるいはincludeされた構成ファイ
ルとconfigDropinsディレクトリーに置かれた構成ファイルから動的アップデートを行うことができます。アプリ
ケーションの追加と削除およびインストール済アプリケーションの更新は、 server.xmlあるいはincludeされ
た構成ファイルやアプリケーション配置ディレクトリー、dropinsディレクトリーから動的アップデートを行うことが
できます。これらの動的アップデート機能に関して、それぞれの方法で無効化あるいはモニターのポーリング
間隔の変更を行うことができます。

構成情報をモニターする構成サービスやアプリケーション・モニターによるポーリングはオーバーヘッドが発生す
るので、本番環境では無効化します。本番環境で動的アップデートを行う要件がある場合は、ポーリング間
隔を長く設定するなどして、できるだけオーバーヘッドが少なくなるように対応します。
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Libertyプロファイルのサーバー・ランタイム環境をモニターするためにはmonitor-1.0フィーチャーを使用しま
す。そして、ローカルツールからモニター・データを確認するためにはlocalConnector-1.0フィーチャー、リ
モートツールからモニター・データを確認するためにはrestConnector-1.0フィーチャーを使用します。

monitor-1.0フィーチャーを有効にするとモニターが開始され、モニター・データは標準MBeanおよび
MXBeanとしてレポートされます。モニター用のMXBeanとして、「WebSphere:type=JvmStats」
（JVM）、「WebSphere:type=ServletStats,name=*」（スレッドプール）、
「WebSphere:type=ThreadPoolStats,name=DefaultExecutor」（Webアプリケーション）など
があります。また、従来のPMI MBean（Perf MBean）も使用できますので、必要に応じてモニター・
データを確認することができます。

localConnector-1.0フィーチャーでは、ローカルJMXコネクターが提供されます。このコネクターはJVMに組
み込まれ、同一ホスト・マシン上で同一ユーザー ID、同一JDKで実行しているユーザーのみが使用するこ
とができます。Jconsoleなどの JMXクライアントやAttach API を使用するその他のJMX クライアント、
RAD/WDTなどによるローカル・アクセスが可能になります。

restConnector-1.0フィーチャーでは、セキュアなJMXコネクターが提供されます。このコネクターは、任意
のJDKを使用してローカルまたはリモートで使用することができます。RESTベース・コネクター経由のJMX ク
ライアントによるリモート・アクセスが可能になります。SSLおよび基本ユーザー・セキュリティー構成が必要に
なります。
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V8.5.5の新機能として、Libertyプロファイルのモニターにフィルタリングができるようになりました。

モニター対象は、server.xmlに<monitor filter>エレメントを記述することで動的に変更することができ
ます。特に何の記述もない場合、monitor-1.0フィーチャーを有効にした時点で全ての項目のモニターが
行われます。<monitor filter>エレメントの中に項目を記述すると、その項目のみがモニターされるように
なります。また、<monitor filter>エレメントを記述して中をブランクにすると、どの項目もモニターされない
ようになります。

V8.5.5のフィルタリング機能では、コンポーネントレベルでの設定のみであり、各計測対象単位（参考ペー
ジ記載の各項目）でのフィルタリングすることはできません。
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FixPack 2からAdmin Center機能が追加されました。Webブラウザーから各種の操作が可能になって
います。サーバー、クラスター、アプリケーションの起動・停止・状況確認です。これ以外にも、Libertyサー
バー・パッケージの配布（Collective環境のみ）やパフォーマンス・モニターも行うことができます。パフォーマ
ンス・モニターについては、次ページで説明します。使用するフィーチャーは、adminCenter-1.0です。
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Admin Centerは、FixPack 5からの新機能として、JVMのパフォーマンス値のリアルタイム・モニターが可
能になっています。さらに、FixPack 6からの新機能として、Libertyサーバーのパフォーマンス値（アクティ
ブ・セッション数、アクティブLibertyスレッド数、平均応答時間、平均待ち時間、リクエスト数、利用中コネ
クション数）のリアルタイム・モニターも可能になっています。このためには、server.xmlでmonitor-1.0
フィーチャーを有効にする必要があります。リアルタイム・モニターは多少のオーバーヘッド負荷がありますが、
本番環境での使用も可能です。
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Libertyプロファイルの主なログは、console.log、messages.log、trace_<timestamp>.log、
ffdc_<timestamp>.logなどがあり、デフォルトではLibertyプロファイルの各サーバーディレクトリ配下の
logsディレクトリに出力されます。

console.logには、JVMプロセスからリダイレクトされた基本的なサーバー状況およびオペレーション・メッセー
ジが出力されます。タイムスタンプは出力されません。messages.logには、System.outやSystem.err
およびその他のメッセージが出力されます。タイムスタンプと発行元スレッドIDが出力されますので、障害時の
問題判別の際などは、こちらのログを確認します。

trace_<timestamp>.logには、現行トレース構成で設定された詳細レベルのトレースやメッセージが出
力されます。タイムスタンプは出力されます。

ffdc_<timestamp>.logには、初期障害データ・キャプチャー機能（FFDC）のメッセージが出力されま
す。通常は、要求されたオペレーションの失敗に関連する診断データの指定域ダンプが含まれます。

ログファイルの出力先や最大サイズや出力内容などの詳細は、ロギング・プロパティーとしてserver.xmlある
いはbootstrap.propertiesで設定することができます。
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copySystemStreamsの属性はデフォルトでtrueのため、System.outおよびSystem.errは
messages.logやtrace.logに加えてconsole.logにも書き込まれます。これをfalseに設定すると
console.logには書き込まれません。
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GCログの設定は、jvm.optionsファイルで行います。これは各種JVM設定を記述するファイルで、この中
で "-verbose:gc"を指定することで、冗長GCログが出力されるようになります。デフォルトでは
console.logファイルに出力されますが、"-Xverbosegclog:（ファイル名）"を指定することで、他のファ
イルに出力させることもできます。
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Libertyプロファイルでは、サーバー状況あるいはJVM状況のスナップショットを取得する機能が提供されて
います。取得方法は、serverコマンドのdumpアクションあるいはjavadumpアクションを使用します。

dumpアクションはサーバー稼働中でも停止中でも実行することができ、実行すると、そのサーバーのスナッ
プショット情報を含む圧縮ファイルがLibertyプロファイルの各サーバーディレクトリ配下に作成されます。取得
情報は、サーバー構成、ログ情報、デプロイ済みアプリケーションの詳細などです。サーバー稼働中にdump
アクションを実行した場合は、それに加えて、サーバー内の各 OSGi バンドルの状態、登録されたOSGi
サービスの情報、スレッド情報、JVM、ヒープサイズ、オペレーティング・システム、ネットワーク状況などのランタ
イム環境設定などの詳細な情報が取得できます。このサーバーのスナップショット情報は、WDTのユーティリ
ティー機能で取得することもできます。また、コマンド実行時にincludeオプションを使用することにより、圧縮
ファイル内にスレッドダンプ（javacore）やヒープ・ダンプ、システムダンプも含めることができます。

Javadumpアクションはサーバー稼働中のみ実行することができ、実行すると、そのサーバーのスレッドダンプ
（javacore）がLibertyプロファイルの各サーバーディレクトリ配下に作成されます。また、コマンド実行時
にincludeオプションを使用することにより、同時にヒープ・ダンプやシステム・ダンプも作成されます。"--
include"で複数オプションを指定する場合は、"heap,system"のようにカンマで区切ります。
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V8.5.5では、実行に長時間かかったJDBC処理を監視するタイムド・オペレーションという新機能が提供さ
れています。

タイムド・オペレーションを有効にすると、アプリケーションのJDBC処理のうち、実行に長時間かかったものを
監視し、そのレポートを定期的にmessages.logに出力させることができます。

構成方法は、server.xmlに<timedOperatoin>エレメントを記述し、定期的なログ出力の有効無効
や出力の時間間隔を指定します。

また、ログに出力させるだけでなく、serverコマンドのdumpアクションを実行することにより、タイムド・オペ
レーションで監視した全ての操作について、タイプでグループ化して各グループ内で各操作の所要時間で
ソートした完全なレポートを出力させることができます。

通常のmessages.logに出力させた情報を確認し、問題がありそうであればserverコマンドのdumpアク
ションでレポートを確認し、更に詳細な情報が必要であればトレースを出力させるといった対応により、問題
判別を行います。設定可能な属性は以下の通りです。

maxNumberTimedOperations時間指定操作の総数がこの値に達すると、警告が記録されます。デ
フォルト値は"10000"です。

enableReport 最長の時間指定操作 10 件について、タイプ別
にグループ化し、予想される所要時間によって各グループ内でソートした詳しいレポートを、定期的にログに
生成できるようにします。デフォルト値は"true"です。

reportFrequency 最長の時間指定操作 10 件について、タイプ別
にグループ化し、予想される所要時間によって各グループ内でソートした詳しいレポートを、ログに生成する
頻度。正整数の後に時間単位 (時間 (h)) を付けて指定してください。
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requestTiming-1.0 はFixPack 6からの新フィーチャーであり、リクエストの処理時間を監視するために
利用します。設定された閾値を超えた場合にログが出力されます。設定可能な属性は以下の通りです。

hungRequestThreshold リクエスト処理がハングしていると判定するための閾値です。デフォルト
値は"10m"（10分）です。

includeContextInfo ログにコンテキスト情報（詳細情報）を含めるかを指定します。デ
フォルト値は"true"です。

sampleRate サンプル・レートを指定します。Nを指定した場合、N個のリクエスト毎
に1回サンプリングされます。デフォルト値は"1"で、毎回のリクエストをサンプリング対象としています。

slowRequestThreshold リクエスト処理が遅いと判定するための閾値です。デフォルト値は
"10s"（10秒）です。

WAS Liberty 最新情報セミナー 2015 

4.Libertyプロファイルの運用管理

19



eventLogging-1.0はFixPack 6からの新フィーチャーでコンポーネントでの所要時間を監視します。設
定された最低所要時間の閾値を超えた場合にログに出力されます。

ログには"requestID"と伴に出力することが可能なので、特定のリクエストをトラックすることが容易にできま
す。設定可能な属性は以下の通りです。

eventTypes 監視対象とするイベント・タイプをカンマ区切りで指定します。 デフォル
ト値は"all"で、すべてのイベント・タイプを監視対象としています。

includeContextInfo ログにコンテキスト情報（詳細情報）を含めるかを指定します。デ
フォルト値は"true"です。

logMode 監視のタイミングを"entry", "entryExit", "exit"の中から指定しま
す。デフォルト値は”exit"です。

minDuration コンポーネントでの処理時間の最小時間を指定します。デフォルト値
は"1s"（1秒）です。

sampleRate サンプル・レートを指定します。Nを指定した場合、N個のリクエスト毎
に1回サンプリングされます。デフォルト値は"1"で、毎回のリクエストをサンプリング対象としています。

WAS Liberty 最新情報セミナー 2015 

4.Libertyプロファイルの運用管理

20



WAS Liberty 最新情報セミナー 2015 

4.Libertyプロファイルの運用管理

21



Package機能によるデプロイとは、一度構築したランタイム環境、サーバー構成、アプリケーション情報を全
て1つのzip形式の圧縮ファイルにパッケージングし、それをzip展開することによってLibertyプロファイルを導
入するという方法です。

パッケージングを行う機能はLibertyプロファイルが提供しており、WDTのパッケージ化ウィザードを利用した
GUIベースで実行することも、serverコマンドのpackageアクションを利用したコマンドベースで実行すること
もできます。

zip展開先としては、パッケージングを行った同一マシンの別ロケーションでも、別マシン上でも、別プラット
フォームのマシン上でも可能です。別プラットフォームのマシンにzip展開する場合、ディレクトリ名やファイル名
の大文字小文字区別の要否などに関しては考慮する必要があります。

V8.5では、Package機能によりパッケージングされた後のファイルはzip形式の圧縮ファイルでしたが、
V8.5.5の新機能として、実行時にファイル名に「.jar」を付けることにより、Jar形式の圧縮ファイルにするこ
ともできるようになりました。
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LibertyプロファイルはDevOpsの各種ツールに対応しています。

上記の図はアプリケーション開発の各プロジェクトフェーズと、各種DevOpsツールの関係をまとめたものです。
次のページで各ツールの情報を整理します。
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